
COVID-19（新型コロナウイルス感染症）の流行情報 

埼玉県 

★埼玉県の流行状況 2025 年第 28 週（7月 7日～7 月 13 日） 

週は、定点医療機関 176 か所から報告があり、新型コロナウイルス感染症患者は 615 人

（定点当たり 3.49）でした。 

なお、2025 年第 14 週から定点医療機関の指定数が変更となりました。 

 
★感染症発生状況（定点把握対象疾患） 報 告 患 者 数 年 齢 別 (2025 年第 28 週 7 月 7 日～7

月 13 日) 

 

 

 

 

 

 



★報 告 患 者 数・定点当たり件数 保 健 所 別 (2025 年第 28 週 7 月 7 日～7月 13 日) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新型コロナウイルス感染症-埼玉県の新型コロナ情報- 

★新型コロナウイルス感染症～県民の皆さまを守るためにお伝えしたいこと～ 

令和 6年 4月から、新型コロナウイルス感染症は通常の医療体制の中で対応することにな

りましたが、ウイルスがなくなったわけではありません。 

発熱や咳などの症状が出た時、周囲への感染を防ぐために、しっかりとした行動を取れる



かどうかは、新型コロナウイルス感染症や季節性インフルエンザなどがひろがることを防

ぐ上で、大事なポイントになります。あなたやあなたのまわりの大切な人を感染症から守

るために、以下を参考にしてください。 

【注意】 

65 歳以上のかたや、持病をお持ちのかたは新型コロナウイルスにかかったことを契機に

重症化することがあるので予防が大切です。 

新型コロナワクチンについて、接種したときのメリットとデメリットを比較して接種を検

討してください。 

重症化リスクの高いかたへの感染を防ぐため、そのような方が多くいる医療機関や高齢者

施設では、マスク着用や手指消毒などについては医療機関や施設の指示にしたがってくだ

さい。 

新型コロナウイルス感染症にかかった場合には症状の変化や動きに注意し、呼吸困難や胸

の痛み、顔色の変化や意識の変化、脱水の様子などの緊急性を示す兆候があった場合はた

めらわず救急車を呼びましょう。 



発症後、ほとんどのかたは時間経過とともに症状が改善し回復しますが、一部のかたで症

状が長引く場合があります。症状が改善しにくく持続するような場合には、かかりつけ医

や地域の医療機関に相談しましょう。 

★県民向け情報 

療養期間や相談窓口などのご案内 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


